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６月１日現在人口と世帯数

前月比合 計外国人
登　録

住　　民
基本台帳

２４増３８，１３２３５７３７，７７５男
人　

口
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４５増７７，０９３８３６７６，２５７計

３９増３７，９４６４２４３７，５２２世帯数

古紙配合率１００％再生紙を使用しています。
狛江市のホームページアドレスは　　　　　　　　　　　　　　　 http://www.city.komae.tokyo.jp/
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解体する前の長屋門

昨年のこまえ平和フェスタの様子
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▲�筋力トレーニングで基礎代謝を向上させます
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認
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▲�有酸素運動で脂肪を燃焼します
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第 2 期
（８～１０月実施）



広報こまえ　平成 １９ 年（２００７ 年）６ 月 １５ 日　�
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　平成１８年度の当初予算額は２２３億７，８００万

円で、６回の補正により３億１，１００万円を増

額して、２２６億８，９００万円となっています。

　３月３１日現在の予算額に対する執行状況

を歳入と歳出に分けると図（一般会計予算

の執行状況）のとおりです。

　収入済額は２１１億８，２９１万円で、予算現額

に対し９３．４％の収入率になっています。

　支出済額は２１０億３，４１６万円で、予算現額

に対し９２．７％の執行率になっています。

　会計別予算の執行状況は、表のとおりです。

　市債は、市の借金で小・中学校、道路、

公園、公共下水道等の整備費用の一部や、

一般財源の不足を補うために国や都、銀行

などから借りているものです。

　市債の借入状況は表のとおりです。

■各会計別予算の執行状況

執
行
率

収
入
率

執行済額収入済額
歳入・歳出予算現額区　分

会計名 合　計下半期上半期当初予算

９２．７９３．４２１０億３，４１６２１１億８，２９１２２６億８，９００４５１３億　６４９２２３億７，８００一 般 会 計

８９．９８８．３６７億８，９９７６６億６，９５０７５億５，６３５５９１６億３，６５１６９億１，３９３国民健康
保 険

特　
　

別　
　

会　
　

計

９２．０９３．９４８億３，０３３４９億３，１１９５２億５，２６２１億３，７９７５，７７０５０億５，６９５老人保健
医 療

８６．６９６．０２９億９，９３１３３億２，３９５３４億６，２２４△５２６９，１７２３３億７，５７８介護保険

６８．７８２．９１２億６，２４５１５億２，４０３１８億３，８３４２，７１０１８億１，１２４公 共
下 水 道

８４．６１０２．０５，５３３６，６７０６，５３９０６，５３９駐 車 場
事 業

９４．９９６．１４億９，９１８５億　５２３５億２，５９４△９，３３４４２８６億１，５００受託水道
事 業

９０．５９２．３３７４億７，０７３３８２億　３５１４１３億８，９８８７，６８９１０億９，６７０４０２億１，６２９合　　計

（単位：万円、％）

歳入

市税
１１１億３，３５８万円

４９．１％

市税
１１１億３，３５８万円

４９．１％

国・都支出金
３８億４，７０５万円
１７．０％

国・都支出金
３８億４，７０５万円
１７．０％

市債
１５億２，２５０万円
６．７％

地方交付税
１０億８，３０７万円
４．８％

地方消費税
交付金
７億３，９９６万円
３．３％

地方譲与税
５億２，７６５万円
２．３％

繰越金
５億２，７４９万円
２．３％

その他の収入
１８億１６１万円
７．９％

収入見込
１５億６０９万円
６．６％

総額
２２６億８，９００万円

歳出
民生費

７４億８，６１７万円
３３．０％

民生費
７４億８，６１７万円
３３．０％

教育費
３１億２，０９５万円
１３．８％

教育費
３１億２，０９５万円
１３．８％

公債費
２４億９，２９９万円
１１．０％

公債費
２４億９，２９９万円
１１．０％

衛生費
２３億４，４６５万円
１０．３％

総務費
２１億７，３４０万円
９．６％

土木費
１５億７，３７２万円
６．９％

消防費
１０億９，８４６万円
４．８％

その他の支出
７億４，３８２万円
３．３％

支出見込
１６億５，４８４万円
７．３％

総額
２２６億８，９００万円

■一般会計予算の執行状況市 債市　債 一般会計一般会計

会計別執行状況会計別執行状況
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平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成平成１１１１１１１１１１８８８８８８８８８８１８年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度年度

　庁舎、学校、市民センター、地域センタ

ーなどの建物や土地、その他の財産は次の

とおりです。

▽土地３２万２，４８１㎡

▽建物１２万９，７５４㎡

▽各基金計８億８，４０１万円

市有財産市有財産

■市債現在高の状況

借入残高

２，３９２，６１８一 般 会 計

４６２，４６９公 共 下 水 道 特 別 会 計

３３，４９５駐 車 場 事 業 特 別 会 計

２，８８８，５８２　 合　 　 　 計　

（単位：万円）

■借入先別現在高
▽一般会計

構成比（％）借入残高

３３．７８０６，１３１財 務 省

２２．６５４１，８１１市 中 銀 行

２０．３４８５，５７７東 京 都

１８．０４３１，４４４総 務 省

３．８９０，１４９公営企業金融公庫

１．６３７，５０６共 済 等

１００．０２，３９２，６１８　合　　　 計　

（単位：万円）

▽公共下水道特別会計

構成比（％）借入残高

４８．９２２６，２８９財 務 省

３８．１１７６，３１０公営企業金融公庫

１３．０５９，８７０総 務 省

１００．０４６２，４６９　合　　　 計　

（単位：万円）

▽駐車場事業特別会計

構成比（％）借入残高

６５．７２２，０１６公営企業金融公庫

３４．３１１，４７９総 務 省

１００．０３３，４９５　合　　　 計　

（単位：万円）

■目的別現在高

構成比（％）借入残高

２４．１６９６，６０２土 木 債

１８．３５２９，６２１臨時財政対策債

１７．８５１４，５５０教 育 債

１１．０３１７，７６８減 税 補 て ん 債

７．２２０８，７３０民 生 債

２．３６７，４２８衛 生 債

１．０２８，８２９臨時税収補てん債

０．５１３，７２４消 防 債

０．４９，７８４総 務 債

０．２５，５８２減収補てん特例債

１６．０４６２，４６９下 水 道 債

１．２３３，４９５駐車場整備事業債

（単位：万円）



�　広報こまえ　平成 １９年（２００７ 年）６ 月 １５ 日
　

改
正
住
民
基
本
台
帳
法
が
昨
年　
１１

月
に
施
行
さ
れ
、
住
民
基
本
台
帳
の

閲
覧
が
個
人
情
報
に
配
慮
し
た
制
度

に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
法
改
正
で
、
透
明
性
を
高

め
る
た
め
閲
覧
者
の
氏
名
や
内
容
を

公
表
す
る
こ
と
が
法
に
定
め
ら
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
閲
覧
の
状
況
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
課

　

鬼
の
歯
と
取
っ
か
わ
れ

　

生
ま
れ
た
子
の
歯
が
生
え
は
じ
め

る
時
期
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
の
成
長

の
よ
し
あ
し
を
い
う
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
生
後
十
カ
月
目
こ
ろ
に
生
え

る
の
を
「 
十  
月  
十  
歯 
」
と
い
っ
て
、

と 
つ
き 
と
う 
ば

嫌
っ
た
も
の
で
す
。
明
治
・
大
正
生

ま
れ
の
人
た
ち
に
聞
き
ま
し
た
。

　
「
何
だ
か
ね
、よ
く
十
月
十
歯
っ
て

こ
と
ゆ
っ
て
、
好
か
れ
な
い
ん
だ
よ

ね
。
よ
く
な
い
っ
て
。」「
十
月
十
歯

だ
か
ら
、
お
墓
に
塔
婆
を
た
て
て
厄

よ
け
し
な
く
っ
ち
ゃ
っ
て
、
昔
は
そ

ん
な
お
か
し
な
こ
と
ゆ
っ
て
た
ん
で

す
よ
。」「
ト
ウ
バ
が
塔
婆
に
通
じ
る

か
ら
嫌
が
っ
た
の
ね
。
縁
起
が
悪
い

っ
て
。」「
そ
れ
で
ね
、
よ
く
な
い
っ

て
ゆ
っ
た
っ
て
生
え
た
も
ん
は
し
よ

う
が
な
い
か
ら
ね
、
歯
を
お
っ
欠
く

ま
ね
を
し
た
り
、
悪
い
こ
と
が
起
こ

ら
な
い
よ
う
に
、
無
事
に
育
ち
ま
す

よ
う
に
っ
て
、
氏
神
さ
ま
な
ん
か
に

願
か
け
し
た
ほ
う
が
い
い
っ
て
、
そ

ん
な
こ
と
も
聞
い
て
ま
し
た
ね
。」

　

乳
歯
の　

本
が
全
部
生
え
そ
ろ
う

２０

の
は
三
歳
ご
ろ
。
そ
し
て
六
歳
ご
ろ

か
ら
は
乳
歯
が
抜
け
落
ち
、
十
二
歳

く
ら
い
ま
で
の
間
に
永
久
歯
が
生
え

そ
ろ
い
ま
す
。
歯
が
抜
け
そ
う
に
な

る
と
、
母
親
な
ど
が
糸
で
歯
を
結
わ

え
て
引
っ
ぱ
っ
て
抜
い
た
り
、
糸
を

つ
け
た
ま
ま
子
ど
も
を
こ
ろ
が
し
て

抜
い
た
り
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
抜

け
た
歯
は
、
良
い
歯
に
生
え
か
わ
る

よ
う
に
と
、
下
の
歯
な
ら
屋
根
の
上

に
ほ
う
り
あ
げ
、
上
の
歯
の
場
合
に

は
縁
の
下
と
か
台
所
の
流
し
の
下
な

ど
に
投
げ
入
れ
ま
す
。
そ
の
と
き
、

「
い
い
歯
と
抜
け
か
わ
れ
」「
鬼
の
歯

と
取
っ
か
れ
（
取
り
か
わ
れ
）」「
お

ん
（
お
れ
）
の
歯
と
鬼
の
歯
と
取
っ

か
わ
れ
」「
お
れ
の
歯
は
弱
い
か
ら
、

鬼
の
歯
と
取
っ
か
わ
れ
」
な
ど
と
、

唱
え
る
こ
と
も
し
ま
し
た
。

　
「
昔
は
、な
か
な
か
歯
医
者
な
ん
か

に
は
行
か
な
い
か
ら
ね
、
歯
が
抜
け

る
と
、�
鬼
の
歯
と
取
っ
か
れ
�
っ
て

屋
根
に
ほ
う
っ
て
来
な
っ
て
、
親
た

ち
は
言
う
く
ら
い
で
。
歯
医
者
へ
は

行
か
な
か
っ
た
ん
だ
よ
ね
。」

　
 
歯  
痛 
の
と
き
に
は
、
次
の
よ
う
に

は 
い
た

し
て
痛
み
を
し
の
ぎ
ま
し
た
。

・
歯
の
痛
む
と
こ
ろ
に
梅
干
を
は
る

と
熱
を
と
る
。

・
梅
干
を
黒
焼
き
に
し
て
虫
歯
に
入

れ
る
と
痛
み
が
と
れ
る
。

・
正
露
丸
を
虫
歯
に
つ
め
る
。

・
歯
痛
で
も
何
で
も
、
よ
く
お
灸
を

や
っ
て
い
た
。
モ
グ
サ
を
虫
歯
に
つ

め
て
や
っ
た
り
、
足
の
三
里
に
す
え

た
り
も
し
た
。

・
お
線
香
で
虫
歯
の
中
を
焼
く
。
お

線
香
を
幾
本
も
つ
け
と
い
て
、
ジ
ュ

ー
ジ
ュ
ー
っ
て
焼
く
ん
で
す
。
恐
ろ

し
い
こ
と
し
た
も
ん
だ
よ
ね
。

　

虫
歯
の
予
防
に
は
白
ナ
ン
テ
ン
の

枝
で
箸
を
作
っ
て
使
う
と
、
虫
歯
に

な
ら
な
い
と
い
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

狛
江
に
初
め
て
歯
医
者
さ
ん
が
開

業
し
た
の
は
、
小
田
急
線
開
通
の
二

年
後
、
昭
和
四
年
の
四
月
で
し
た
。

和
泉
村
和
泉
（
現
東
和
泉
）、
通
称
銀

行
町
に
鈴
木
歯
科
医
院
が
開
業
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
終
戦
の
翌
年
の
昭

和
二
十
一
年
に
、
同
じ
銀
行
町
に
佐

藤
歯
科
が
開
設
。
そ
し
て
、
昭
和
三

十
年
代
に
な
っ
て
、
し
だ
い
に
歯
科

医
院
が
ふ
え
て
い
き
ま
し
た
。
平
成

十
九
年
六
月
一
日
現
在
、
狛
江
市
歯

科
医
師
会
の
会
員
は　

名
。

３２

　
　

中　

島　

惠　

子

（
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
）

－その　１６１　－

 
▽
日
曜
納
税
窓
口

〔
日
時
〕　

日
�
午
前
８
時　

分
〜

２４

３０

午
後
５
時

▽
夜
間
納
税
窓
口

〔
日
時
〕　

日
�
午
後
８
時
ま
で

２８

〔
会
場
〕
収
納
課

　

な
お
、
平
成　

年
度
市
民
税
・
都

１９

民
税
（
第
１
期
分
）
は
、
７
月
２
日

�
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

※
納
付
は
便
利
で
納
め
忘
れ
の
な
い

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
収
納
課

 　

毎
年　

月
に
○乳
 

医
療
証
を
更
新
し

１０

ま
す
。
現
況
届
の
提
出
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
が
、
氏
名
や
住
所
、
健
康
保

険
等
に
変
更
が
あ
り
、
届
け
出
が
お

済
み
で
な
い
方
は
、
変
更
の
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
１
月
２
日
以
降
に
保
護
者

の
方
が
市
へ
転
入
さ
れ
た
場
合
は

「
平
成　

年
度
住
民
税
課
税
証
明
書
」

１９

等
の
提
出
が
必
要
で
す
。
該
当
す
る

方
に
は
７
月
上
旬
に
お
知
ら
せ
を
送

付
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

 　

私
立
幼
稚
園
等
に
通
園
す
る
幼
児

の
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

に
、
３
種
類
の
補
助
金
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
申
請
書
の
受
け
付

１９

け
は
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

６
月
の
夜
間
・
日
曜
納
税
窓

口乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の

更
新
手
続
き

私
立
幼
稚
園
等
園
児
の
保
護

者
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

〔
対
象
〕
市
に
住
民
登
録
ま
た
は
外

国
人
登
録
が
あ
る
３
〜
５
歳
児
（
平

成　

年
４
月
２
日
〜
平
成　

年
４
月

１３

１６

１
日
生
ま
れ
）
を
私
立
幼
稚
園
等
に

通
園
さ
せ
、
入
園
料
・
保
育
料
を
納

め
て
い
る
保
護
者

〔
保
護
者
補
助
金
〕
平
成　

年
度
の

１９

市
民
税
所
得
割
額
を
基
準
に
、
該
当

す
る
方
の
み
対
象
と
な
り
ま
す
。

〔
就
園
奨
励
費
補
助
金
〕
平
成　

年
１９

度
の
市
民
税
所
得
割
額
を
基
準
に
、

該
当
す
る
方
の
み
対
象
と
な
り
ま
す
。

〔
新
入
園
支
度
金
〕
平
成　

年
４
月

１９

１
日
以
降
に
入
園
さ
れ
た
方
（
２
万

円
・
１
人
１
回
限
り
）

〔
申
請
方
法
〕
６
月　

日
�
ま
で
に

２９

幼
稚
園
で
配
布
さ
れ
る
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
通
園
す
る
幼

稚
園
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
学
校
教
育
課

 　

制
度
終
了
に
伴
い
、
７
月
１
日
�

か
ら
受
付
窓
口
が
東
京
都
に
変
わ
り

ま
す
。

　

医
療
助
成
費
の
請
求
や
住
所
・
氏

名
、
保
険
の
変
更
等
は
東
京
都
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課
ま
た

は
東
京
都
福
祉
保
健
局
医
療
助
成
課

�
（
５
３
２
０
）
４
２
８
２
�
（
５

３
８
８
）
１
４
３
７

 　

負
担
限
度
額
認
定
証
の
有
効
期
間

は
、
６
月
末
ま
で
で
す
。

　

認
定
を
受
け
て
い
る
方
に
は
、
更

新
の
お
知
ら
せ
と
申
請
書
を
送
付
し

○福
 

医
療
証
が
６
月　

日
�
で

３０

終
了
し
ま
す

負
担
限
度
額
認
定
証
の
更
新

手
続
き

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
認
定
証
を
お

使
い
に
な
る
方
は
、
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
負
担
限
度
額
認
定
と
は

　

介
護
保
険
施
設
に
入
所
し
て
い
る

方
、
ま
た
は
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利

用
し
て
い
る
方
の
居
住
費（
滞
在
費
）

と
食
費
に
つ
い
て
、
世
帯
全
員
が
住

民
税
非
課
税
の
方
の
自
己
負
担
額
に

上
限
（
負
担
限
度
額
）
を
設
け
、
負

担
の
軽
減
を
図
る
制
度
で
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
高
齢
福
祉
課

 
�
第
１
回
「
音
楽
の
街
�
狛
江
」
構

想
推
進
委
員
会

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
後
７
時
か

２７

ら〔
会
場
〕
５
０
２
・
５
０
３
会
議
室

〔
内
容
〕
昨
年
度
策
定
し
た
「
音
楽

の
街
�
狛
江
」
構
想
の
推
進

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
協
働
課

�
狛
江
市
社
会
教
育
委
員
の
会
議

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
後
６
時　

２０

３０

分
か
ら

〔
会
場
〕
５
０
１
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課

■住民基本台帳の一部（写し）閲覧状況（平成１８年１１月１日～平成１９年３月３１日）

閲覧件数閲覧対象者および対象地域閲　覧　目　的閲　　覧　　請　　求　　者閲覧月日

３９３件
昭和６０年４月２日から昭和６１年
４月１日生まれの男女、全地域

自衛官の募集に伴う広報
（根拠法令：自衛隊法第２９条、第
３５条）

防衛庁自衛隊東京地方協力本部
１１月１３日

４２８件１１月１４日
　４３件１１月１５日

閲覧件数閲覧対象者および対象地域閲　覧　目　的委託者閲　覧　申　出　者閲覧月日

１４件２０歳以上の男女、岩戸南４丁目
地域

家族（家族の法則）に関する世論
調査

内閣府�新情報センター
事務局長　平谷伸次

１１月２１日

１６件２０歳以上の男女、東野川２丁目
地域

食育に関する世論調査（附帯：自
殺予防対策）２月２１日

１９件全年齢の男女、和泉本町４丁目地域環境に関する世論調査東京都生活文化局�エスピー研
代表取締役　安良岡洋介

１１月２８日
１９件全年齢の男女、中和泉５丁目地域都民の体力・スポーツに関する意識調査東京都教育庁１１月２９日

２０件１８歳以上３４歳以下の男女、和泉
本町４丁目地域

２００６年若者の職業意識に関する調
査東北大学大学院�サーベイリサーチセンター

代表取締役　藤澤士朗
１２月１９日

１６件２０歳以上の男女、東野川１丁目地域食生活と食育に関する世論調査東京都生活文化局２月１５日

１６件５５歳以上の男女、元和泉全域高齢者の経済生活に関する意識調査内閣府

�中央調査社
会長　若林清造

１２月２０日

５９件平成１８年１２月１日現在２０歳以上４０
歳以下の男女、中和泉２丁目地域

働き方とライフスタイルの変化に
関する全国調査２００７東京大学１月１７日

２８件昭和１２年２月１日から昭和６２年１月
３１日生まれの男女、元和泉２丁目地域

市場の質に関する理論形成とパネ
ル実証分析・就業と生活調査慶応義塾大学２月１６日

２２件２０歳以上の男女、和泉本町１丁目地域価値観と生活意識に関する調査関西学院大学２月２３日

２０件２０歳以上の男女、岩戸南４丁目
地域全国たばこ喫煙者率調査日本たばこ産業

�ビデオリサーチ
代表取締役　木村武彦
（共同申出者）日本たばこ産業㈱
たばこ事業本部お客様コミュニ
ケーション部長　仲井賢治

１月１９日
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訂　
　
　

正

　

６
月
１
日
号
掲
載
の
「
狛
江
市

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
修
正
版
を
作

成
し
ま
し
た
」
の
中
で
、
公
の
施

設
の
管
理
運
営
方
針
編
に
一
部
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　

誤　

市
民
プ
ー
ル

　
　
　
　

←

　
　

正　

市
民
ホ
ー
ル

〔
問
い
合
わ
せ
〕
企
画
経
営
室



広報こまえ　平成 １９ 年（２００７ 年）６ 月 １５ 日　�

　

市
に
お
い
て
も
核
家
族
化
、
都
市

化
、
情
報
化
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
疎
遠
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、「
さ
さ
え

あ
い
」・「
ま
な
び
あ
い
」
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
住
民
の
主
体
的
な
活
動

を
支
援
し
、
地
域
が
活
性
化
す
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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こ
ま
え
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン
タ

ー
で
は
、
多
く
の
市
民
が
ボ
ラ
ン
テ
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社
会
福
祉
協
議
会
は
、
社
会
福
祉

法
に
規
定
さ
れ
る
社
会
福
祉
法
人
で
、

「
地
域
福
祉
の
推
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
団
体
」
と
位
置
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
市
区
町
村
に
一
つ
設

置
さ
れ
、
都
道
府
県
と
全
国
の
社
会

福
祉
協
議
会
を
連
合
体
と
す
る
全
国

に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
る
組
織
で
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
新
潟
県
中
越

地
震
の
際
に
全
国
か
ら
駆
け
つ
け
る

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
調
整
・
支

援
に
大
き
な
役
割
を
発
揮
し
ま
し
た
。
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市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
「
さ
さ
え
あ
い
」
の
基
盤
を
整

備
し
ま
す
。

▽
相
談
支
援

　

一
人
ひ
と
り
の
相
談
を
、
社
会
福

祉
士
・
介
護
福
祉
士
・
保
健
師
等
の

資
格
を
持
っ
た
専
門
職
員
が
丁
寧
に

時
間
を
か
け
て
伺
い
ま
す
。
相
談
内

容
の
解
決
だ
け
で
な
く
、
相
談
者
の

生
活
上
の
課
題
を
一
緒
に
考
え
る
た

め
に
、
制
度
の
垣
根
を
越
え
る
横
断

的
な
対
応
を
行
い
ま
す
。

▽
市
民
活
動
を
側
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト

　

主
体
的
に
他
者
や
社
会
の
た
め
に

自
ら
の
経
験
や
知
識
、
技
術
を
生
か

す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
新
た
な
担
い
手
で
も
あ
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
取

り
組
む
多
く
の
活
動
が
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
の
普
及
の
た
め

支
援
し
て
い
ま
す
。

▽
市
民
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

　

介
護
保
険
や
障
害
者
自
立
支
援
法

な
ど
の
制
度
が
で
き
て
も
、
市
内
に

そ
の
サ
ー
ビ
ス
基
盤
が
整
備
さ
れ
る

ま
で
の
間
や
、
市
民
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
と
し
て
最
小
限
の
安
定
的
な

サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
に

は
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
制
度
の
一
翼
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
種
生
活
資
金
の
貸
し
付

け
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
支
援
・
権
利
擁
護
部
門
に
は
、

「
体
が
動
か
な
く
な
っ
た
の
で
車
い

す
を
借
り
た
い
」、「
障
が
い
が
あ
る

の
だ
け
れ
ど
働
い
て
み
た
い
」、「
年

と
と
も
に
体
が
弱
っ
て
き
て
い
る
が

数
年
前
の
体
力
を
取
り
戻
し
た
い
」

な
ど
、
と
て
も
広
い
範
囲
の
相
談
が

あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
問
題
を
少

し
で
も
早
い
段
階
で
受
け
止
め
、
適

切
な
対
応
を
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て

い
ま
す
の
で
、
心
配
な
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
ご
本
人
、
ご
家
族
、
関

係
者
な
ど
、
ど
な
た
で
も
遠
慮
な
く

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
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相
談
の
中
に
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
だ
け
で
対
応
す
る
こ
と
が
難
し
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
は
、

市
や
他
の
機
関
・
団
体
な
ど
と
連
携

し
、
適
切
な
相
談
窓
口
へ
つ
な
が
る

ま
で
支
援
し
ま
す
。

　
「
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
生
活
問
題

は
社
会
福
祉
協
議
会
に
相
談
す
れ
ば

な
ん
と
か
な
る
」
と
言
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
体
制
」

の
確
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
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認
知
症
や
障
が
い
な
ど
の
た
め
、

物
事
を
判
断
す
る
能
力
が
弱
く
な
っ

て
き
た
場
合
は
、
契
約
に
よ
り
次
の

３
つ
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

▽
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
自
分
で
選
べ
る

よ
う
手
続
き
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

▽
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
や
公
共
料

金
の
支
払
い
を
支
援
し
ま
す
。

▽
通
帳
や
印
鑑
を
な
く
さ
な
い
よ
う

お
預
か
り
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
物
事
を
判
断
す
る
力
が
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
本
人

の
意
思
を
尊
重
し
、
財
産
管
理
や
身

辺
の
世
話
を
調
整
す
る
後
見
人
な
ど

を
決
め
る
「
成
年
後
見
制
度
」
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。
将

来
的
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
生
涯

に
わ
た
り
安
心
し
た
生
活
が
送
れ
る

よ
う
に
社
会
福
祉
協
議
会
が
法
人
と

し
て
後
見
人
と
な
る
こ
と
も
検
討
し

て
い
ま
す
。
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市
と
と
も
に
「
高
齢
者
虐
待
防
止

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
、
そ
の
予

防
と
対
応
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
虐

待
を
し
て
し
ま
う
介
護
者
や
高
齢
者

自
身
、
ま
た
、
そ
の
状
況
に
気
付
い

た
方
か
ら
の
通
報
や
相
談
を
常
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
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働
く
こ
と
を
希
望
す
る
障
が
い
者

に
は
求
人
情
報
の
取
得
、
履
歴
書
の

書
き
方
や
面
接
へ
の
同
行
な
ど
、
そ

の
方
の
状
態
に
合
わ
せ
て
支
援
し
て

い
ま
す
。
そ
の
体
制
を
強
化
す
る
た

め
に
、
市
内
に
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

が
開
設
さ
れ
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ

て
準
備
し
て
い
ま
す
。
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ま
だ
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

状
況
で
は
な
い
け
れ
ど
、
加
齢
に
伴

う
身
体
機
能
の
低
下
や
物
忘
れ
、
う

つ
の
症
状
が
気
に
な
る
と
い
う
方
に

は
、
保
健
師
が
介
護
予
防
プ
ラ
ン
の

作
成
を
行
い
ま
す
。
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及
と
発
展
の
た
め
情
報
誌
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
掲
示
板
な
ど
の
媒
体
を
活

用
し
、
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

▽
団
体
の
運
営
力
向
上
や
個
人
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
へ
の
啓
発
を
目
的
と
し
た

研
修
会
や
講
習
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

▽
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
と
地
域
課
題
解

決
の
た
め
の
団
体
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ

ン
グ
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

▽
長
期
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
に

立
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
学
習
と

福
祉
教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
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小
地
域
福
祉
活
動
は
、
誰
も
が
楽

し
く
い
き
い
き
と
地
域
で
暮
ら
せ
る

よ
う
に
、「
困
っ
て
い
る
と
き
」
や

「
ち
ょ
っ
と
し
た
手
助
け
が
ほ
し
い

と
き
」
に
支
え
あ
え
る
関
係
を
築
く

こ
と
を
目
的
と
し
た
、
住
民
の
、
住

民
に
よ
る
、
住
民
の
た
め
の
活
動
で

す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
各
地
区

ィ
ア
・
市
民
活
動
へ
参
加
し
、
活
動

が
地
域
に
根
付
く
こ
と
で
、
だ
れ
も

が
自
己
を
生
か
し
て
心
豊
か
に
い
き

い
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活

動
の
普
及
の
た
め
、
次
の
よ
う
な
事

業
・
方
法
で
支
援
し
て
い
ま
す
。

▽
社
会
や
地
域
、
個
人
が
抱
え
る
課

題
や
ニ
ー
ズ
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
に
応
じ
、
そ
の
解
決
に
向
け
た

調
整
・
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
の
普

　

さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
と
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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▽
居
宅
介
護
支
援

　

介
護
保
険
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成

し
て
い
ま
す
。

▽
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

　

介
護
保
険
・
障
害
者
自
立
支
援
法

等
の
各
制
度
で
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

▽
子
ど
も
発
達
教
室
「
ぱ
る
」

　

成
長
が
ゆ
る
や
か
で
あ
っ
た
り
、

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
で
あ
っ
た
り
す
る
就

学
前
の
幼
児
へ
の
早
期
療
育
と
発
達

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
重
度
知
的
障
が
い
者
通
所
訓
練
室

「
麦
の
穂
」

　

重
度
の
知
的
障
が
い
の
あ
る
成
人

の
、
社
会
参
加
と
自
己
実
現
を
目
指

し
て
通
所
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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学
習
、
季
節
の
行
事
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
と
お
し
て
、
住
み
慣
れ
た

と
こ
ろ
で
い
き
い
き
と
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

で
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
地
域
福

祉
推
進
委
員
の
方
々
と
と
も
に
、
こ

う
し
た
支
え
あ
い
の
活
動
へ
情
報
提

供
や
活
動
助
成
な
ど
で
側
面
的
に
支

援
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
活
動
領
域
と
し
て
市
内
の

３
つ
の
地
域
で
、
独
自
の
取
り
組
み

が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
一
つ
の
地
域

で
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▽
岩
戸
地
域
（
平
成
５
年
か
ら
）

　

岩
戸
地
域
在
住
の
高
齢
者
を
対
象

と
し
た
「
お
茶
の
み
会
」
や
「
会
食

会
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▽
猪
方
・
駒
井
地
域
（
平
成
８
年
か

ら
）

　

猪
方
・
駒
井
地
域
在
住
の
高
齢
者

を
対
象
に
、「
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
」

を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
地
域
の
方
が
参
加

す
る
お
た
の
し
み
会
や
も
ち
つ
き
大

会
な
ど
の
年
間
行
事
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

▽
野
川
地
域
（
平
成　

年
か
ら
）

１５

　

野
川
地
域
在
住
の
方
を
対
象
と
し

た
「
サ
ロ
ン
野
川
」
で
は
、
交
流
や

狛江市元和泉２�３５�１　あいとぴあセンター内

��������������������	
�
みんなのしあわせ　   は　 ふ　 く　し（で）

▽
和
泉
地
域

　

現
在
検
討
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

笑
顔
サ
ー
ビ
ス
は
、
住
民
参
加
型

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
昭
和

　

年　

月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

６３

１０

　

こ
れ
は
、
市
民
同
士
の
た
す
け
あ

い
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
介
護
保

険
な
ど
の
公
的
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
は

で
き
な
い
こ
と
も
含
め
た
「
柔
軟
で

即
応
性
の
あ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」
の

提
供
を
目
指
し
て
お
り
、
地
域
に
お

け
る
福
祉
向
上
の
一
翼
を
担
っ
て
い

ま
す
。

〔
対
象
〕
日
常
生
活
に
お
い
て
何
ら

か
の
援
助
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
や

障
が
い
者
、
子
育
て
中
の
世
帯

〔
内
容
〕
掃
除
・
洗
濯
・
買
い
物
な

ど
の
家
事
援
助
を
中
心
と
し
た
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
を
し
て
い
ま
す
。

�

�
�
�
�
�
�
	


�

▽
生
活
福
祉
資
金

　

所
得
の
少
な
い
世
帯
、
障
が
い
者

や
介
護
を
要
す
る
高
齢
者
の
い
る
世

帯
に
対
し
て
、
そ
の
世
帯
の
生
活
の

安
定
と
経
済
的
自
立
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
各
種
資
金
の
貸
し
付
け
を
行

っ
て
い
ま
す
。

▽
緊
急
小
口
資
金

　

所
得
の
少
な
い
世
帯
で
、
緊
急
か

つ
一
時
的
に
生
計
の
維
持
が
困
難
に

な
っ
た
場
合
に
、
つ
な
ぎ
と
し
て
貸

し
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
離
職
者
支
援
資
金

　

失
業
に
よ
り
生
計
の
維
持
が
困
難

に
な
っ
た
世
帯
の
自
立
支
援
を
目
的

に
、
再
就
職
す
る
ま
で
の
生
活
資
金

の
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
長
期
生
活
支
援
資
金

　

現
在
居
住
し
て
い
る
自
己
所
有
の

不
動
産
に
、
将
来
に
わ
た
っ
て
住
み

続
け
る
こ
と
を
希
望
す
る
高
齢
者
世

帯
に
対
し
、
そ
の
不
動
産
を
担
保
に

生
活
資
金
の
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い

ま
す
。

笑顔サービスの様子



広報こまえ　平成 １９ 年（２００７ 年）６ 月 １５ 日　�

ん
・
お
父
さ
ん
の
た
め
の
学
級
で
す
。

　

妊
娠
中
の
生
活
、
出
産
、
育
児
に

つ
い
て
学
び
な
が
ら
友
だ
ち
づ
く
り

を
し
ま
せ
ん
か
。

　

妊
婦
体
験
や
お
風
呂
の
入
れ
方
な

ど
３
日
間
の
コ
ー
ス
で
す
。

〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

■
７
月
の
介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業

▽
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を
や
っ
て
み
よ
う

　
〔
日
程
〕
４
日
�
〔
講
師
〕
�
島
和

佳
惠
さ
ん

▽
吹
き
矢
で
ス
ト
レ
ス
解
消
！
健
康

維
持　
〔
日
程
〕　

日
�
〔
講
師
〕
河

１２

西
信
祐
さ
ん
（
日
野
社
会
教
育
セ
ン

タ
ー
）

▽
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害
に
つ

い
て　
〔
日
程
〕　

日
�
〔
講
師
〕
原

１９

啓
子
さ
ん
（
成
城
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
言
語
聴
覚
士
）

▽
健
康
体
操
教
室　
〔
日
程
〕　

日
�

２５

〔
講
師
〕
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

職
員

〔
時
間
〕
各
日
午
後
１
時　

分
〜
３

３０

時
〔
定
員
〕
各
日
先
着　

人
２０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
６
月

　

日
�
か
ら
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

１８ー
こ
ま
え
苑
�
（
３
４
８
９
）
２
４

１
７
へ
。

 
■
無
料
健
康
相
談

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
後
１
時　

２１

３０

分
〜
２
時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

３０

あ
セ
ン
タ
ー
〔
科
目
〕
内
科
･
整
形

外
科

〔
問
い
合
わ
せ
〕
医
師
会
事
務
所
�

（
３
４
８
８
）
２
２
６
７

 
■
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

〔
日
時
〕
７
月
２
日
�
受
付
時
間
は

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年　

月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１７

１２

母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
保
険
証
・

現
在
使
っ
て
い
る
幼
児
の
歯
ブ
ラ
シ

※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診
票
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

■
３
歳
児
健
康
診
査

〔
日
時
〕
７
月　

日
�
受
付
時
間
は

１２

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
６
月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１６母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
目
と
耳

の
ア
ン
ケ
ー
ト
・
尿
・
保
険
証
※
対

象
者
に
は
個
別
に
問
診
票
を
送
付
し

て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

■
妊
婦
歯
科
健
診

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
受
付
時
間
は

２２

午
後
１
時
〜
１
時　

分
（
３
時　

分

１０

３０

終
了
予
定
）〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ

ン
タ
ー
〔
対
象
〕
妊
娠
中
（
初
産
婦
・

経
産
婦
）
の
方

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

 
■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

〔
日
時
〕
７
月
３
日
�
受
付
時
間
は

午
前　

時
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
あ

１０

１０

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
生
後

３
〜
６
カ
月
未
満
（
１
月
５
日
〜
４

月
４
日
生
ま
れ
）
の
乳
児
〔
持
ち
物
〕

母
子
健
康
手
帳
・
予
診
票
・
髪
の
毛

を
ま
と
め
る
ゴ
ム
・
ピ
ン
等

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

 
■
育
児
学
級

　

生
後
５
・
６
カ
月
ご
ろ
の
乳
児
の

保
育
と
離
乳
食
に
つ
い
て
勉
強
し
ま

す
。

　

受
講
中
は
、
民
生
委
員
が
乳
児
を

お
預
か
り
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
７
月
５
日
�
受
付
時
間
は

午
後
１
時
〜
１
時　

分
（
３
時　

分

２０

３０

終
了
予
定
）〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ

ン
タ
ー
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・

筆
記
用
具
・
バ
ス
タ
オ
ル
・
乳
児
の

飲
み
物
な
ど

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

■
マ
マ
・
パ
パ
学
級

　

現
在
第
１
子
を
妊
娠
中
の
お
母
さ

以　下　は　広　告　枠　で　す

○
狛
江
消
防
署

　
　

�
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

○
ひ
ま
わ
り

　
　

�
（
５
２
７
２
）
０
３
０
３

　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
トh

ttp:
//w
w
w
.him

aw
ari.m

etro.tokyo.jp/

〔
診
療
日
〕
月
〜
金
曜
日
（
当
院

の
休
診
日
は
除
く
）

〔
受
付
時
間
〕午
後
７
時
〜
９
時

　

分
３０〔

対
象
〕　

歳
以
下
の
急
病
の
お

１５

子
さ
ん

※
事
前
に
電
話
を
し
て
か
ら
受
診

○
慈
恵
第
三
病
院
内
「
狛
江
・
調

布
小
児
初
期
救
急
平
日
準
夜
間

診
察
室
」

　
　

�
（
３
４
８
８
）
２
０
６
１

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
�

���
�
�
�
�
�

〔
診
療
日
〕　

日
・　

日

１７

２４

〔
受
付
時
間
〕午
前
９
時
〜　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
〜
４
時　

分

３０

３０

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

■乳がん・子宮がん検診

実施期間検診内容費用対象

７月２日�
　～３１日�

視診・触診と
マンモグラフ
ィ（乳房Ｘ線
検査）

２，１００円
（税込）

満４０歳～４９歳
の市民

乳 が ん
１，０５０円
（税込）

満５０歳以上の
市民

細胞診無料満２０歳以上の
市民

子宮頚がん

子宮体がん

※マンモグラフィは、視診・触診後、指定日に検診車で実施します。
※子宮体がんは、受診者が同意する場合頚部がん検診に併せて受
診できます。

■乳がん・子宮がん検診実施医療機関

子宮がん乳がん電話番号所在地医療機関名

○（３４８９）３８３０和泉本町３－３－１８岩瀬外科内科

○○（３４８０）４１２２中和泉５－１０－１８松 岡 医 院

○○（３４８８）１１０３東和泉１－１９－５保坂産婦人科
クリニック

○（５４９７）１２３８　〃　３－３－９和泉多摩川
クリニック

○（３４３０）１２１４岩戸南１－４－１１一の橋内科
皮 フ 科

　

乳
が
ん
は　

〜　

歳
代
で
、
子
宮

４０

５０

が
ん
（
頚
が
ん
）
は　

歳
代
の
若
年

２０

層
で
急
増
し
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も

検
診
が
非
常
に
有
効
で
す
。

　

生
涯
に
わ
た
っ
て
健
や
か
な
女
性

で
あ
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
検
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

　

検
診
は
、
左
表
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
。
実
施
医
療
機
関
に
直
接
予
約

の
上
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
検
診
は
、
２
年
に
１
度
で
す
。
平

成　

年
度
に
受
診
し
た
方
は
、
今
年

１８
度
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

�

�

�

�

�

�

�

�

�

	

�

�

�

�

�

�

�

�

�

	

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

　

麻
し
ん
感
染
の
予
防
・
拡
大
防
止

の
た
め
、
緊
急
対
策
と
し
て
予
防
接

種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

〔
期
間
〕
６
月　

日
�
ま
で

３０

〔
対
象
〕
市
内
在
住
で
、
麻
し
ん
ワ

ク
チ
ン
を
１
度
も
接
種
し
た
こ
と
が

な
く
、
か
つ
麻
し
ん
に
か
か
っ
た
こ

と
が
な
い
小
・
中
学
生

〔
実
施
医
療
機
関
〕
市
内
予
防
接
種

協
力
医
療
機
関

〔
接
種
方
法
〕
健
康
課
お
よ
び
学
校

教
育
課
で
配
布
す
る
予
診
票
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
体
調
が
良
い
と
き

に
保
護
者
同
伴
で
接
種
し
て
く
だ
さ

い
。

※
予
診
票
を
申
請
す
る
と
き
は
、
必

ず
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〜
一
度
も
は
し
か
の
予
防
接
種
を
し
て
い
な
い　
　
　
　
　

小
・
中
学
生
が
対
象
で
す
〜
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�　広報こまえ　平成 １９年（２００７ 年）６ 月 １５ 日

先
着　

人
程
度
〔
上
映
ビ
デ
オ
〕「
裁

５０

判
員　

選
ば
れ
、
そ
し
て
見
え
て
き

た
も
の
」（
出
演
・
村
上
弘
明
他
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課

■
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
セ
ミ
ナ
ー

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
前　

時
〜

３０

１０

正
午
〔
会
場
〕
中
央
公
民
館
〔
定
員
〕

　

人
程
度
〔
テ
ー
マ
〕「
管
理
費
等
の

５０滞
納
」、「
管
理
会
社
変
更
の
好
事
例
」

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　

日
１８

�
午
前
９
時
か
ら
産
業
生
活
課
へ
。

■
生
ご
み
で
堆
肥
を
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
前　

時
〜

２８

１０

　

時
〔
会
場
〕
狛
江
市
ビ
ン
・
缶
リ

１１サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
清
掃
課

 
■
狛
江
市
青
少
年
育
成
委
員
会
ビ
ー

チ
ボ
ー
ル
大
会
参
加
チ
ー
ム

〔
日
時
〕
７
月　

日
�
午
前
９
時　

２９

３０

分
か
ら
受
け
付
け
〔
会
場
〕
市
民
総

合
体
育
館
〔
対
象
〕
市
内
小
学
校
３

〜
６
年
生
、中
学
校
１
〜
３
年
生〔
チ

ー
ム
編
成
〕
４
〜
６
人
※
小
学
生
チ

ー
ム
は
、
当
日
、
チ
ー
ム
責
任
者

（
保
護
者
）
の
同
行
が
必
要
〔
申
込

方
法
〕７
月
４
日
�
ま
で
に
市
内
小
・

中
学
校
で
配
布
す
る
参
加
申
込
書
に

記
入
の
上
、
各
学
校
へ
提
出

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
協
働
課

■
都
立
霊
園
の
使
用
者

〔
申
し
込
み
の
し
お
り
の
配
布
〕
７

月
２
日
�
〜　

日
�
〔
募
集
霊
園
〕

１３

多
磨
・
小
平
・
八
王
子
・
八
柱
・
青

山
・
谷
中
の
６
霊
園
と
、
多
磨
霊
園

み
た
ま
堂
、
多
磨
霊
園
合
葬
埋
蔵
施

設
〔
申
込
方
法
〕
専
用
の
申
込
書
を

郵
送
（
２
日
�
か
ら　

日
�
ま
で
の

１３

消
印
が
あ
り
、　

日
�
午
前
９
時
ま

１８

で
に
新
宿
郵
便
局
が
受
領
し
た
も
の

に
限
る
）。

〔
配
布
場
所
・
問
い
合
わ
せ
〕
産
業

生
活
課
へ
。

■
正
看
護
師
（
嘱
託
職
員
）

〔
勤
務
期
間
〕
７
月
１
日
〜
平
成　
２０

年
３
月　

日
（
週
５
日
。
土
曜
日
も

３１

あ
り
）〔
勤
務
時
間
〕
午
前
８
時　

分
３０

〜
午
後
５
時　

分
〔
勤
務
場
所
〕
藤

１５

塚
保
育
園
〔
募
集
人
員
〕
１
人

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
６
月

　

日
�
ま
で
に
履
歴
書
、
資
格
証
明

２５書
を
持
参
の
上
、
児
童
福
祉
課
へ
。

■
保
育
士
（
臨
時
職
員
）

〔
資
格
〕
保
育
士
ま
た
は
幼
稚
園
教

諭
（
保
育
士
養
成
学
校
等
在
学
中
の

学
生
も
可
。
１
年
生
は
除
く
）〔
勤
務

期
間
〕
７
月　

日
か
ら
９
月　

日
ま

１３

１２

で
の
市
が
定
め
る
期
間〔
勤
務
時
間
〕

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分

３０

１５

〔
勤
務
場
所
〕市
内
公
立
保
育
園〔
募

集
人
員
〕　

人
程
度

１０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
７
月

２
日
�
ま
で
に
履
歴
書
・
資
格
証
明

書
・
印
鑑
を
持
参
の
上
、
児
童
福
祉

課
へ
。

■
一
般
事
務
補
助
（
非
常
勤
）

〔
対
象
〕
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る

方
（
エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド
等
）〔
勤
務

日
時
〕
月
〜
金
曜
日
午
前
８
時　

分
３０

〜
午
後
５
時　

分
〔
勤
務
場
所
〕
あ

１５

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
時
給
〕
８
６

０
円
〔
募
集
人
員
〕
１
人

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
社
会

福
祉
協
議
会
�
（
３
４
８
８
）
０
２

９
４
へ
。

 
■
西
和
泉
グ
ラ
ン
ド
を
個
人
開
放

（
試
行
）
し
ま
す

〔
期
間
〕
７
月
か
ら
平
成　

年
３
月

２０

ま
で
の
木
曜
日
（
第
３
木
曜
日
は
除

く
）午
後
３
時
か
ら〔
対
象
〕原
則
、市

内
に
住
所
を
有
す
る
中
学
生
以
下
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

〔
問
い
合
わ
せ
〕
体
育
課
�
（
３
４

３
０
）
１
１
４
１

 
�
西
河
原
公
民
館 

�
（
３
４
８
０
）
３
２
０
１

■
西
河
原
カ
レ
ッ
ジ
教
養
コ
ー
ス

「
作
ろ
う
！
使
お
う
！
ｍ
ｙ
ふ
ろ
し

き
」　

〔
日
時
〕
左
表
の
と
お
り
〔
対

象
〕
市
民
〔
定
員
〕　

人
〔
講
師
〕

２０

鶴
寿
子
さ
ん
・
島
田
千
寿
子
さ
ん（
藍

の
会
）〔
参
加
費
〕
１
�
２
０
０
円

（
材
料
費
実
費
）
※
事
前
申
込
制

■
西
河
原
公
民
館
図
書
室
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
導
入　

Ａ
Ｖ
資
料
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
導

入
し
ま
し
た
。
図
書
室
で
の
視
聴
と

貸
し
出
し
が
で
き
ま
す
。
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
こ
ま
え
市
民
大
学
・
医
療
講
座（
協

力
・
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
附
属
第

三
病
院
）　

〔
日
時
〕６
月　

日
�
午

３０

後
２
時
〜
４
時
〔
定
員
〕　

人
〔
内

５０

容
〕
紫
外
線
と
肌
の
健
康
〜　

歳
若

１０

返
り
法
〜
〔
講
師
〕
上
出
良
一
さ
ん

（
皮
膚
科
診
療
部
長
）〔
参
加
費
〕
２

０
０
円

 
�
中
央
図
書
館 

�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
４

■
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
シ
ス
テ
ム

が
停
止
し
ま
す　

中
央
図
書
館
・
西

河
原
公
民
館
図
書
室
・
各
地
域
セ
ン

タ
ー
図
書
室
で
は
、
図
書
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
シ
ス
テ
ム
入
替
工
事
に
伴
い

７
月
１
日
�
か
ら
３
日
�
ま
で
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
停
止
し
ま
す
。

�
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー 

�
（
３
４
８
９
）
９
１
０
１

■
上
和
泉
お
は
な
し
会　
〔
時
間
〕各

回
と
も
０
歳
か
ら
の
部
午
後
３
時　
１５

分
か
ら
・
４
歳
か
ら
の
部
３
時　

分
４５

か
ら
〔
内
容
〕
▽　

日
�
〔
絵
本
〕

１８

あ
お
い
目
の
ね
こ
・
ス
テ
ラ
の
え
ほ

ん
さ
が
し
・
は
だ
か
の
お
う
さ
ま

〔
工
作
〕
フ
ィ
ル
ム
ケ
ー
ス
で
笛
作

り
▽　

日
�
〔
絵
本
〕
チ
ム
と
ゆ
う

２５

か
ん
な
船
長
さ
ん
・
へ
び
の
天
の
ぼ

り
・
ア
ン
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
〔
工
作
〕

お
り
ひ
め
と
ひ
こ

ぼ
し
の
折
り
紙

 
■
７
月
の
古
民
家
園
「
腹
話
術
だ
よ

ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
」

〔
日
時
〕
１
日
�
午
後
２
時
〜
３
時

〔
出
演
〕
狛
江
腹
話
術
愛
好
会

〔
問
い
合
わ
せ
〕
む
い
か
ら
民
家
園

�
（
３
４
８
９
）
８
９
８
１
（
水
・

木
曜
日
は
休
園
）

■
や
さ
き
や
ま
文
庫（
第
三
小
学
校
）

に
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
〜
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
〜

▽
一
般
開
放　
〔
日
時
〕毎
週
土
曜
日

午
前　

時
〜
午
後
４
時
※
６
月　

日

１０

２３

�
は
学
校
事
業
の
た
め
休
館

▽
お
は
な
し
会　
〔
日
時
〕６
月　

日
３０

�
午
前　

時　

分
〜　

時　

分
〔
内

１０

３０

１１

３０

容
〕
▽
絵
本
「
た
な
ば
た
も
の
が
た

り
」
▽
お
は
な

し
「
こ
す
ず
め

の
ぼ
う
け
ん
」

▽
工
作
「
お
も

し
ろ
い
帽
子
を
作
ろ
う
」〔
協
力
〕
狛

江
お
は
な
し
の
会
「
く
ー
す
け
」

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課

■
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー
利
用
者
懇

談
会

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
前　

時
・

２７

１０

午
後
７
時
※
ど
ち
ら
か
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
上
和
泉
地
域
セ
ン

タ
ー
�
（
３
４
８
９
）
９
１
０
１

 
■
心
身
に
障
が
い
の
あ
る
お
子
さ
ん

の
就
学
・
転
学
相
談

〔
対
象
〕
▽
来
年
小
学
校
に
入
学
す

る
心
身
に
障
が
い
の
あ
る
方
▽
現
在

小
学
校
６
年
に
在
学
し
て
い
て
、
来

年
４
月
か
ら
都
立
盲
・
ろ
う
・
養
護

学
校
の
中
学
部
ま
た
は
市
立
中
学
校

の
心
身
障
害
学
級
へ
入
学
を
希
望
す

る
方
▽
現
在
通
常
の
学
級
に
在
学
し

て
い
て
、
市
立
小
・
中
学
校
の
心
身

障
害
学
級
へ
転
学
ま
た
は
通
級
学
級

へ
通
級
を
希
望
す
る
方

〔
問
い
合
わ
せ
〕
学
校
教
育
課

■
平
成　

年
度
東
京
都
介
護
支
援
専

１９

門
員
実
務
研
修
受
講
試
験

〔
受
験
要
項
配
布
期
間
・
場
所
〕
７

月　

日
�
ま
で
福
祉
総
合
相
談
窓
口

２０
〔
試
験
日
〕　

月　

日
�

１０

２８

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
６
月

　

日
�
か
ら
７
月　

日
�
ま
で
に
東

２０

２０

京
都
高
齢
者
研
究
・
福
祉
振
興
財
団

�
（
５
２
２
８
）
４
３
０
１
へ
。

 
■
市
民
法
律
講
座
「
裁
判
員
制
度
の

説
明
（
ビ
デ
オ
上
映
・
説
明
会
）」

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
前　

時
〜

２３

１０

正
午
〔
会
場
〕
中
央
公
民
館
〔
定
員
〕

以　下　は　広　告　枠　で　す

■西河原カレッジ教養コース「作ろう！使おう！ｍｙふろしき」

内　　容日　　時

講座について
自己紹介

６月２８日�
午前１０時～正午

ふろしきを染める
柿渋濃淡染め分け

７月５日�
午前１０時～午後３時

家にあるものを染める
エコカラー

７月１２日�
午前１０時～午後３時

ふろしきの使い方７月１９日�
午前１０時～正午

まとめ７月２６日�
午前１０時～正午
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今
か
ら　

年
前
の
５
月　

・

１５

３０

　

日
、
都
市
と
農
村
交
流
事
業

３１の
一
環
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
友

好
都
市
で
あ
る
狛
江
市
の
方
が

「
田
植
え
ツ
ア
ー
」
で
来
町
さ

れ
、
当
町
竹
田
地
区
に
お
い
て

子
ど
も　

人
、
大
人　

人
が
張

１１

３０

り
切
っ
て
田
植
え
に
初
挑
戦
し

ま
し
た
。

　

�
「
ぬ
る
ぬ
る
す
る
よ
ー
」

「
足
が
抜
け
な
い
！
」「
お
た
ま

じ
ゃ
く
し
が
い
っ
ぱ
い
い
る

よ
」「
カ
エ
ル
も
い
る
よ
！
」
と
、

に
ぎ
や
か
に
田
植
え
が
始
ま
り
、

な
に
し
ろ
初
め
て
田
ん
ぼ
に
入

る
方
た
ち
ば
か
り
で
、
腰
を
か

が
め
て
の
作
業
と
足
の
運
び
が

う
ま
く
い
か
ず
悪
戦
苦
闘
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
初
め
て
の
体

験
に
大
喜
び
。
�
と
、
当
時
の

「
広
報
か
わ
ぐ
ち
」
に
紹
介
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
平
成
４
年
か

ら　

年
ま
で
の
７
年
間
継
続
し

１０
て
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

が
こ
の
ほ
ど
９
年
ぶ
り
に
当
町

武
道
窪
地
区
に
お
い
て
、
先
ご

ろ
募
集
し
た
狛
江
市
民
限
定

「
棚
田
オ
ー
ナ
ー
」
の
皆
さ
ん

を
対
象
に
５
月　

・　

日
に
実

１９

２０

施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
大
人
７
人
の
参
加

が
あ
り
、
前
日
は
、「
ち
ま
き
作

り
」
を
体
験
。
そ
し
て
翌
日
は
、

い
よ
い
よ
自
分
の
田
ん
ぼ
に
苗

を
植
え
る
こ
と
に
！
あ
い
に
く

の
雨
模
様
で
肌
寒
い
中
で
し
た

が
、
稲
の
苗
を
丹
精
込
め
て
丁

寧
に
植
え
て
い
ま
し
た
。

　

川
口
産
魚
沼
こ
し
ひ
か
り

（
新
潟
県
認
証
特
別
栽
培
米
）

が
、
秋
に
は
、
黄
金
色
の
穂
を

た
わ
わ
に
実
を
つ
け
る
こ
と
で

し
ょ
う
。「
稲
刈
り
体
験
ツ
ア

ー
」
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
川
口
町
企
画

商
工
課
�
０
２
５
８
（　

）
３

８９

１
１
２

～多摩川を生かした連携を目指して～
　

全
国
的
に
高
齢
化
が
進
行
す

る
中
、
小
菅
村
は
そ
の
先
端
を

歩
ん
で
い
ま
す
。
平
成　

年
４

１９

月
の
村
の
人
口
は
９
２
９
人
、

　

歳
以
上
の
高
齢
者
は
３
４
５

６５人
で
高
齢
者
比
率
は　

パ
ー
セ

３７

ン
ト
に
達
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
一
人
暮
し
、
二
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
世
帯
が
増
え
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
だ
れ
も
が
長
年

生
活
し
て
き
た
小
菅
の
地
で
い

つ
ま
で
も
元
気
に
暮
ら
し
た
い

と
畑
仕
事
や
諸
活
動
に
励
ん
で

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
隣
近
所
を

は
じ
め
地
域
の
人
間
関
係
が
と

て
も
密
接
で
高
齢
者
を
見
守
り

支
え
る
地
域
環
境
が
小
菅
村
に

あ
る
か
ら
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
度
村
で
は
、

国
の
助
成
金
を
得
て
「
高
齢
者

見
守
り
支
援
事
業
」
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
は
永
年
培
わ
れ
た
技

術
や
知
恵
を
有
し
、
源
流
の
生

活
文
化
を
創
り
上
げ
て
き
ま
し

た
。
近
年
そ
の
パ
ワ
ー
を
地
域

づ
く
り
に
生
か
す
動
き
が
強
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ゆ
う
ゆ

う
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
作
成
す

る
竹
細
工
や
木
帯
の
作
品
、
小

金
持
ち
グ
ル
ー
プ
の
作
る
味
噌

や
各
種
漬
物
な
ど
、
高
齢
者
が

丹
精
込
め
て
栽
培
し
た
山
葵
や

各
種
農
作
物
な
ど
が
小
菅
の
湯

物
産
館
に
所
狭
し
と
並
び
、
村

の
特
産
品
と
し
て
来
村
者
を
喜

ば
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
５
月

　

日
に
は
東
京
農
業
大
学
と
村

２０が
連
携
を
図
り
、
村
の
高
齢
者

　

数
人
を
講
師
と
し
て
認
定
し

４０た
「
源
流
大
学
」
を
設
立
し
ま

し
た
。

　

村
人
口
の　

パ
ー
セ
ン
ト
を

３７

占
め
る
高
齢
者
は
と
て
も
元
気

に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し
、

源
流
の
村
づ
く
り
の
大
き
な
原

動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
小
菅
村
住
民

課
�
０
４
２
８（　

）０
１
１
１

８７
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■
ひ
ま
わ
り
リ
ト
ミ
ッ
ク　
〔
日

時
〕
７
月　

日
�
▽
Ａ
ク
ラ
ス
午

１９

前　

時
か
ら
▽
Ｂ
ク
ラ
ス　

時
か

１０

１１

ら
〔
対
象
〕
▽
Ａ
ク
ラ
ス
１
歳
児

親
子
▽
Ｂ
ク
ラ
ス
２
・
３
歳
児
親

子
〔
定
員
〕
各
ク
ラ
ス　

組
〔
参

３０

加
費
〕
１
０
０
円
〔
申
し
込
み
〕

７
月
２
日
�
午
前　

時
か
ら
窓
口

１０

へ
。

�
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー 

�
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

■
お
は
な
し
会　
〔
日
時
〕６
月　
２０

日
�
午
後
３
時　

分
〜
４
時
〔
対

３０

象
〕
幼
児
か
ら
（
保
護
者
同
伴
）

〔
内
容
〕
季
節
に
ち
な
ん
だ
お
話

■
ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
キ
ッ
ク
ベ
ー

ス
」　

〔
日
時
〕６
月　

日
�
午
後

２７

４
時
〜
５
時
〔
対
象
〕
小
学
生

〔
内
容
〕
遊
戯
室
で
楽
し
み
ま
す
。

�
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー 

�
（
５
４
３
８
）
６
６
０
６

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
Ｄ
Ａ
Ｙ
〜
お
父
さ

ん
と
遊
ぼ
う
〜　
〔
日
時
〕６
月　
２３

日
�
午
前　

時
〜
正
午
〔
対
象
〕

１１

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
（
お
父
さ

ん
大
歓
迎
）〔
内
容
〕
新
聞
遊
び

■
中
川
先
生
と
話
そ
う　
〔
日
時
〕

７
月
７
日
�
午
前　

時　

分
〜　

１０

３０

１１

時　

分
〔
定
員
〕　

人
（
２
歳
以

３０

１５

上
は
保
育
あ
り
）〔
内
容
〕
中
川
信

子
さ
ん
（
言
語
聴
覚
士
）
を
囲
ん

で
子
育
て
の
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し

ま
す
〔
申
し
込
み
〕
６
月　

日
�

２２

か
ら

�
多
摩
川
保
育
園 

�
０
４
２
（
４
８
３
）
４
６
６
７

■
園
庭
開
放　
〔
日
時
〕６
月　

日
２７

�
午
前　

時
〜　

時

１０

１１

�
和
泉
児
童
館 

�
（
３
４
８
０
）
１
４
４
１

■
サ
ッ
カ
ー
大
会　
〔
日
時
〕６
月

　

日
�
午
後
３
時
〜
５
時〔
対
象
〕

２０小
学
生

■
お
母
さ
ん
の
折
り
紙
タ
イ
ム

「
バ
ラ
の
お
花
」　

〔
日
時
〕６
月

　

日
�
午
前　

時　

分
〜　

時　

２５

１０

３０

１１

３０

分
〔
対
象
〕
乳
幼
児
親
子
〔
定
員
〕

先
着　

組
１０

■
離
乳
食
教
室
「
狛
江
栄
養
士
会

に
よ
る
乳
児
期
の
食
生
活
の
お

話
」　

〔
日
時
〕７
月　

日
�
午
前

１１

　

時　

分
〜　

時　

分
〔
対
象
〕

１０

３０

１１

３０

９
カ
月
〜
１
歳
半
の
乳
児
保
護
者

〔
定
員
〕　

人
〔
参
加
費
〕
２
０

２５

０
円
（
試
食
・
資
料
代
）
※
試
食

を
し
な
が
ら
相
談
も
で
き
ま
す

〔
申
し
込
み
〕
６
月　

日
�
午
前

１６

　

時
か
ら
※
参
加
費
を
持
っ
て
直

１０接
窓
口
へ
。

　

空
い
て
い
る
時
間
を
使
っ
て
地
域

の
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参

加
し
て
く
れ
る
サ
ポ
ー
ト
会
員
を
募

集
し
ま
す
。

　

ゆ
っ
く
り
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
先

輩
サ
ポ
ー
ト
会
員
の
話
が
聞
け
る

「
フ
ァ
ミ
サ
ポ
・
サ
ロ
ン
」
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

〔
日
時
〕
７
月
６
日
�
午
前　

時　
１０

３０

分
〜
正
午

〔
会
場
〕
和
泉
児
童
館

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
�

（
３
４
８
０
）
１
５
８
７
（
火
〜
土

曜
日
午
前　

時
〜
午
後
６
時
）
へ
。

１０

　

野
川
と
楽
し
く
付
き
合
う
た
め
に

「
野
川
ル
ー
ル
」
を
つ
く
り
ま
し
た
。

生
き
も
の
へ
の
餌
や
り
、
犬
の
散
歩
、

草
刈
り
な
ど
に
つ
い
て
「
野
川
ル
ー

ル
」
を
基
に
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

〔
日
時
〕
７
月
８
日
�
午
前　

時
〜

１０

正
午

〔
会
場
〕
�
世
田
谷
ト
ラ
ス
ト
ま
ち

づ
く
り
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

〔
募
集
人
員
〕
先
着　

人
４０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
６
月

　

日
�
か
ら　

日
�
（
午
前
９
時
〜

２０

２９

午
後
５
時
）
ま
で
に
電
話
で
、
野
川

流
域
連
絡
会
事
務
局
（
東
京
都
北
多

摩
南
部
建
設
事
務
所
）
�
０
４
２（
３

３
０
）
１
８
４
５
へ
。
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（
フ
ァ
ミ
サ
ポ
・
サ
ロ
ン
開
催
）

〔
期
間
〕
７
月　

日
�
〜
９
月　

日

２０

１４

�〔
対
象
〕
小
学
校
４
年
生
以
上

〔
内
容
〕
高
齢
者
・
障
が
い
者
・
子
ど

も
・
国
際
協
力
な
ど
市
内
の
施
設
や

グ
ル
ー
プ
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

〔
事
前
説
明
会
〕
７
月
５
日
�
午
後

３
時
、　

日
�
・　

日
�
午
後
１
時

１４

２３

　

分
※
要
予
約

３０

〔
申
込
方
法
〕
７
月
２
日
�
か
ら
８

月　

日
�
ま
で
に
、
社
会
福
祉
協
議

１０
会
で
配
布
す
る
申
込
書
（
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
）
を
本
人
が
窓
口
へ
持
参

〔
参
加
費
〕
３
０
０
円
（
保
険
料
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
こ
ま

え
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー
�（
３

４
８
８
）
０
２
９
４
へ
。

「
�
�
�
�
�
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野
川
流
域
連
絡
会  
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田植えの様子

野川

俵あみの様子


